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施 策 の 柱

国連報告書で「65歳以上を高齢者」と定義した1956年当時と比べ、今日我が国では、平均寿

命は15歳以上延び、65歳以上の全国有業率は22.4％に達しており、（平成19年就業構造基本

調査・総務省）今後もこうした有業率の高まりが予測されます。

団塊の世代の大量退職を経た平成26年には本格的な超高齢社会を迎え、社会参画や自己実現の

意欲に満ちたシニア世代はますます増加していきます。

本市でも、通学路見まもり隊など、活力あるシニア世代の社会参画が進んでいます。

高齢者の健康な生活の促進と、生きがいづくりを進めるため、閉じこもり防止や仲間づくりな

ど社会参加に向けた取り組みを充実することが必要です。

また、高齢者を年齢によって一律にとらえることなく、地域において知識や経験等を活かし、

社会を構成する重要な一員として就労やボランティアなど多様な活動に参画できる仕組みづく

りが必要です。

資料：青少年教育課 

■ 通学路見まもり隊　隊員数の推移 
（単位：人） 
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高齢者が生きがいを持って暮らすことができるよう、シニアクラブ活動などを支援

し、高齢者が気軽に社会参加できる機会を提供するとともに、就業やボランティアな

ど意欲ある65歳～74歳の高齢者世代を「準生産年齢人口」として社会の新たな担い手

に位置づけ、自らの経験や知識などシニアパワーを活かし社会参画する仕組みを充実

させていきます。

● 社会参加の促進 
● シニアクラブ等の活動支援 
● シルバー人材センターの充実 
 
● シニアの地域デビュー支援 
● シニア活動支援組織の創設 

施策群 主な事業 

生きがいづくりの推進 

シニアパワーの活用 

7-1

7-2

生きがいづくりの推進7-1

シニア層のクラブ、サークルの発表、軽スポーツや各種イベントへの参加など、生きがいを感じる
ことができる場の創出や交流の機会を設け、閉じこもりの防止や仲間づくりを進め、高齢者の積極
的な社会参加を促進します。
シニアクラブ連合会や単位シニアクラブ、またボランタリーハウスや近隣ケアグループなど、高齢
者の健康的な生活と介護予防の大きな一助となる団体の活動を支援します。
高齢者の就労促進や生きがいづくり、仲間づくりを支援するシルバー人材センターへの助成を行い
ます。

シニアパワーの活用7-2

地域デビュー講座の開催などにより、退職を控えた世代の地域活動を支援します。
就労・コミュニティビジネス・ボランティア・生きがいづくりなど多様な選択肢を提示できるシニ
ア活動支援組織を創設します。






